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ソルガム遺伝資源の特性評価

春日重光＊・野宮桂＊・松本理絵＊

＊信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター

要　　　約

　農業生物資源研究所のジーンバンク事業における再増殖に併せて，ソルガム類で近年特にその被害が問題

となっている紫斑点病について接種検定試験を行い，育種素材化の可能性について検討した。その結果，紫

斑点病抵抗性遺伝資源としては，在来種や高梁などの品種・系統が利用可能であること，また，今回供試し

た遺伝資源の中では極早生・短桿で紫斑点病抵抗性を持つスーダングラス系統は，育種素材として利用可能

であると考えられた。

キーワード：遺伝資源，スーダングラス，ソルガム，抵抗性，紫斑無病

　作物の育種改良において，その遺伝資源の収集と

評価および保存は育種の成否を左右する極めて重要

な基礎事業である。わが国では独立行政法人農業生

物資源研究所のジーンバンクを中心に，遺伝資源の

保存と特性評価を実施している。ソルガム（So処

g伽〃z砒。♂oプMoench）についても種子の増殖と共

に1次～3次で合計85項目にわたる調査項目につい

て特性評価基準1）により特性評価が順次実施されて

いる。しかし，一般的には形態的特性や早晩性など

の1次項目が優先され，耐病性や収量性など実際の

育種現場で利用可能な2，3次特性の評価は遅れて

いるのが現状である。

　そこで，農業生物資源研究所のジーンバンク事業

における再増殖の受託研究において，通常の1次特

性評価に加え，ソルガム類で近年特にその被害が問

題となっている紫斑点病について接種検定試験2）を

行い，育種素材化の可能性について検討した。

材料および方法

　試験は2003年に信州大学農…学部附属AFC構内ス

テーションの圃場で行った。供試品種・系統は

（独）農業生物資源研究所のジーンバンクより受

託・配布を受けた100品種・系統でその内訳は表1

に示した。育成自殖系統（JN：長野県畜産試験場

育成）61の中にはスーダングラス（So　7g勧窺

s％磁ηθηsθsStaf．）が12系統（試験Nα46～57）含ま

れていた。また，育成自殖系統では高消化性遺伝子

伽，伽7を発現する系統も多かった（表2）。さ

らに；その他の6晶種・系統の内2系統（試験Nα99，

100）はソルガム近縁種であった。播種は5月31日

に行い，栽植様式は瞳幅75cn1，株間8Cmの1株1本

立とした（1667本／a）。試験区は反復なしで，1区

面積は3．751㎡とした。施肥量は成分で，基肥として

N：1．04kg／a，　P　205：1．36kg／a，　K20：0．96kg／

a，追肥としてN：0．6kg／aを施用した。特性評価

項目とその調査は植物遺伝資源特性評価マニュアル

に準拠して行ったが，調査個無数など試験区の規模

に合わせ適宜調整して実施した。

　紫斑点病抵抗性の評価は接種検定によって行い，

（独）農業・生物系特定産業機構畜産草地研究所病

害制御研究室より分譲を受けた2系統の紫斑点病菌

（．助）o‘αγ乞sso讐勿。♂α（Lefebvre＆Sherwin）Alcor－

lD　BC3，　BC27を用いた。圃場接種では，2系統

別々に培養したオオムギ穀粒を等量混合して用いた。

紫斑点病菌2系統はソルガムに対する罹病性は同じ

であるが，圃場レベルの発病環境に近づけるため混

合接種した3）。病原菌の接種は，1品種・系統にっ

き3～5株を用い，7丹18日に1株当たり単粒のオ

オムギ穀粒を捲き葉内に挿入して接種した。紫斑点

病の罹病調査は，病斑の有無でその罹病性を評価し

た。

受領日　2006年2月6日

採択日　2006年2月17日

結果および考察

　本試験で行った特性評価結果については，表2

－1～表2－5に示した。発芽はごく一部の品種・系

統（試験Nd，3，94）を除き全般に良好であった

が，その後，ハリガネムシなどの食害も発生し，最

終的には30前後の品種・系統で株立数がやや少なく
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表1　紫斑点病抵抗性検定結果

紫斑点病発病程度
供試品種・系統 系統数

発病甚（3）発病有②　無発病α）

育成自殖系統（JN）

　　　在来種

　　　高梁

　　　　箒．

一代雑種系統（F、）
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図1　タイプ別の出穂期と応長の関係
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　　　　　　千画面（9）

鵬JN系統翻在来種・高梁・箒口F、圏その他

図2　タイプ別の千粒重の度数分布

　　なった。紫斑点病の二次感染等により倒伏が助長さ

　　れた3系統（試験Nα62～64）を除き，倒伏による被

　　害は全般に少なかった。出穂期と高畠の関係につい

　　て図1にタイプ別に示した。在来種，高梁等は全般

　　に150cm以上の中桿～長沼品種が多く，2系統のソ
魑’

　　ルガム近縁種も220cmを超える長田であった。一方，

　育成自殖系統は全般に150cm前後より短桿な系統が

　　多く，特に，スーダングラス自殖系統（試験

　Nα46～57）は出穂は7月下旬～8月上旬の極早生で，

　　1m前後の短桿であった。

　　紫斑点病抵抗性検定結果を表1に示した。育成自

　　殖系統では，61系統の内罹病性系統が44系統と多く，

　病斑の認められなかった系統はスーダングラスの11

　　系統の他に5系統だけであった。一方，在来種，高

　　梁，箒，その他で病斑が認められたのは2系統だけ

　　で，ほとんどが紫斑点病抵抗性と考えられた。また，

　　農林水産省中国農業試験場において育成された一代

　　雑種系統（試験Nα96～98）はいずれも罹病性であっ

　　た。

　　条斑細菌病については，自然発病について観察・

　評価を行ったが育成自己系統，在来種などを問わず

　　特定の品種・系統で際だった発病が認められた。ま

た，煤四病については紫斑塩煮が激発した育成自殖

系統では，その病斑の判別が困難であったが，在来

種で比較的発病が多かった。

　子実品質については，千粒重は供試品種・系統の

多くが16～24gの値を示したが，14g以下の品種に

ついては紫斑点病の激発による登熟障害の影響も考

えられた（図2）。最も千粒重が軽かったのは近縁

種（試験醤α99）で5．4gあった。また，品質評点で

は，全体ξしてはポイント6以上が多かったが，千

粒重の場合と同様に紫斑点病が激発した品種・系統

においてポイントがわずかに低くなる傾向が認めら

れた（表2）。

　以上の結果から，紫斑点病抵抗性遺伝資源として

は，在来種や高梁などの品種・系統が利用可能であ

ること，また，今回供試した遺伝資源の中では極早

生・短桿で紫斑点病抵抗性を持つスーダングラス系

統（試験Nα46～55，57）は，採種性などの改良は必

要であるもののスーダングラス育種素材として今後

利用可能であると考えられた。
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表餅1　ソルガム遺伝資源特性調査結果

Nαタイプ　保存番号 品種名 門伽・潴轄轡讐賠灘細鶴響醗
離碗

ｴ
箒
箒
濃
摺
摺
摺
濃
偶
姻
姻
橿
摺
飛
濃
濃
濃
摺
穰
姻
橿
姻
摺
橿
濃
濃
姻
橿

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

5
5
　
　
　
6
8
4
6
9
3
2
5
6
9
0
7
8
0
1
5
8
0
3
4
3
4
7
0
2
2
3
5
7
0
3
7
4
5
6
5
8
1
3
1
1
5
7
5
6

5
4
0
8
3
5
5
4
4
4
5
6
6
7
8
0
6
6
7
7
7
7
9
9
9
1
1
1
2
2
3
3
4
4
5
5
5
6
6
3
4
4
8
8
5
6
6
6
7
7

4
5
4
0
1
5
4
0
0
0
0
0
0
0
0
1
8
8
8
8
8
8
8
8
4
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1

8
8
2
3
3
4
6
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
5
5
5
5
5
5

4
4
　
　
　
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

　　吉7321

　　CODY
　　　　箒

　　　　箒

　　　　箒

　　　JN102

　　　JN252

　　　JN260

　　　∫N262

JN263（SHIRO）

　　　JN267

　　　JN275

　　　JN279

　　　JN291

　　　JN303

　　　JN315

　　　JN359

　　　JN360

　　　JN362

　　　JN363

　　　JN367

　　　JN370

　　　JN382

　　　JN385

　　　JN40

　　　JN405

　　　JN406

　　　JN409

　　　JN412

　　　JN414

　　　JN424

　　　JN425

　　　JN437

　　　JN439

　　　JN442

　　　JN445

　　　JN449

　　　JN456

　　　JN457

　　　JN528

　　　JN537

　　　JN540

　　　JN573

　　　JN575

　　　JN595

　　JN605＊

　　JN609＊

　　JN611＊

　　JN619＊

　　JN620＊

0
0
0

○

○
○

○
○
○
○
0
0
0
0
0

○

0
0
0
0
0
0
0

○
○
○

0
0

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

○
0
0
0
0

G
G
V
V
M
M
G
V
G
G
V
V
V
V
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
M
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
M
G
G
G
G
G
G
G
G
G

4
3
5
7
7
6
5
3
7
6
8
7
7
7
4
5
9
7
8
8
7
8
3
3
4
2
2
2
2
3
2
3
2
2
2
3
2
2
2
3
4
4
3
3
3
3
3
4
3
4

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

8
1
8
1
5
8
6
1
8
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
2
9
1
1
2
5
8
8
8
8
6
1
8
2
3
1
8
2
9
2
9
2
9
2
5
2
5
2
9
2
3
2
8
2
9
2
1
2
5
2
1
2
3
2
5
2
1
7
7
1
8
1
8
6
3
0
2
8
3
0
1
2
7

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
7
7
7
8
7

0
0
0
3
1
0
2
2
0
0
3
3
5
0
0
2
3
0
2
3
3
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
1
5
1
5
0
0
5
3
3
0
0
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
1
1
1
2
3
3
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
4
4
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
3
1
3
1
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
1
1
1
1
1

9
1

8
9
1
2
1
9
2
3
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
9
7
9
9
9
9
9
2
2
1
1
1
1

1
1

1

5
4
5
4
6
4
4
5
2
5
9
7
9
9
5
8
4
5
5
5
4
6
8
8
3
8
7
8
8
9
8
8
8
8
6
8
6
9
9
6
8
8
9
9
9
9
9
7
9
9

注）保存番号は農業生物資源研究所保存番号を示す。また，’品種名の＊はスーダングラスを示す。

　　高消化性遺伝子伽，伽γについてはその形質を発現した系統をOで示す。

　　鞘葉の色ではG：緑、V：紫、　M：緑と紫混在を示す。

　　初期生育は1：極不良～9：極良の9段階で示す。

　　鳥害、条斑細菌病および下葉枯上（紋枯病も含む）は1：無～9：甚の9段階で示す。

　　紫斑点病および煤紋病は1：無発病、2：病斑あり、3：発病甚の3段階で示す。
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表2－2　ソルガム遺伝資源特性調査結果

Nαタイプ　保存番号 品種名 伽ろ腓糖塑響耀酬讐儲灘繍鵜響醗

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

T
J
J
T
J
T
J
J
T
J
T
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

その他

高梁

在来

高梁

在来

在来

在来

その他

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

在来

その他

在来

在来

在来

　Fl

　Fl

　F1

その他

100その他

　　　∫N623＊

　　　JN624＊

　　　JN625＊

　　　JN626＊

　　　∫N628＊

　　　JN630＊

　　　JN631＊

　　　∫N647

　　　∫N648

　　　JN657
　　　JN659
　　　JN662
　　　JN667
　　　JN668
　　　JN68
　　　JN89
　　　　KI－1

　　　黒穆2号

　　黒色在来種

　　　紅棒子

　　　モロコシ

　　　オオギミ

　　　オオキミ

　　PHATSAI
　　赤色在来種

　　赤色在来種

　　　たかきび

　　　たかぎび

　　　たかきび

　　　タカキビ

　　　たかきび

　　　タカキビ

　　　タカキビ

　　　タカキビ

　　　タカキミ

　　　タカキミ

　　　タカキミ

　　　タカキミ

　　　タカキミ

　　　徳島在来

　　　トウキビ

WmTE　SORGHUM
　　　ヤタフ

　　　在来種

　　　在来種

　　瀬戸交2号

　　瀬戸交3号

　　瀬戸交5号
PI　269401（近縁種）

PI　302199（近縁種）

○
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
V
V
V
V
V
V
G
V
V
V
M
V
V
V
V
V
M
G
V
V
V
V
V
V
V
G
M
V
V
G
G
G
V
G

3
5
0
0
3
5
5
0
2
2
5
9
0
9
0
9
0
0
0
5
1
0
0
5
2
5
0
5
0
3
2
2
2
7
0
0
5
5
1
5
1
0
5
1
5
1
5
2
5
0
3
0
2
0
0
0
1
5
0

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

30

Q7

Q7

R0

R0

Q7

Q7

W
8
6
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
2
4
1
6
6
2
5
6
6
1
7
1
1
2
1
1
7
2
3
1
5
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
8
2
3
7
6
2
4
3
1
1
5
2
5
2
5
7
8
2
6
8
1
3
1
8
1
3
2
1

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

4
3
3
3
3
3
4
4
3
5
3
4
3
3
3
4
5
8
3
7
5
5
3
3
3
3
3
4
3
5
4
3
5
4
5
8
6
7
8
5
3
4
5
6
4
6
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
1

－
農
U
ρ
U
4
1
1

1
1
1
1
1
2
1
3
3
1
1
3
3
3
3
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
3
3
3
1
1

9

9

3
8

∩
コ
4
2
1
つ
」
民
」

1
1
1
1
1
1
3
3
3
2
3
2
3
3
1
3
3
3
3
2
2
2
3
3
3
3
3
3
2
2
1
1
2
2
2
3
2
1
2
3

9
9
9
9
9
9
9
9
9
7
9
9
9
9
6
8
3
5
3
4
4
5
7
6
3
7
6
7
6
5
6
5
6
7
9
7
9
8
6
7
3
5
7
6
5
9
9
8
5
4

注）保存番号は農業生物資源研究所保存番号を示す。また，品種名の＊はスーダングラスを示す。

　　高消化性遺伝子伽，伽7についてはその形質を発現した系統を0で示す。

　　鞘葉の色ではG：緑，V：紫，　M：緑と紫混在を示す。

　　初期生育は1：極不良～9：極良の9段階で示す。

　　鳥害，条斑細菌病および下葉枯上（紋枯病も含む）は1：無～9：甚の9段階で示す。

　　紫斑点病および煤紋病は1：無発病，2：病斑あり，3：発病甚の3段階で示す。
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表2－3　ソルガム遺伝資源特性調査結果

　　群長　薩長　抽出長NQ
　　Cm　　　　CIII　　　　Cm

半径　茎数　葉身長
mnl　本／株　　Cln

葉身幅
　　　　乾汁性
　cm

　　　　　　　荘の　着生　　　　　　　　　　　　　中肋色穂型　　粒密度
　　　　　　　有無　角％

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

署
櫨
凱
翻
携
飛
儲
m
櫨
驚
影
卿
捲
構
9
。
％
影
8
3
揚
携
羅
％
糊
湖
㎜
朋
9
8
贈
9
9
㎜
揚

4
9
1
3
0
1
7
0
3
5
4
6
8
3
2
2
2
3
0
1
1
0
3
3
3
5
0
4
2
0
7
4
6
9
2
9
0
2
2
5
6
4
0
1
0
7
8
3
0
1

1
1
4
4
4
2
2
3
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2

7
7
9
2
2
7
2
4
1
8
1
1
2
6
3
1
2
2
2
2
1
8
8
1
8
9
3
6
2
7
1
8
2
3
2
5
2
2
1
4
1
0
3
8
1
7
1
4
7
7
7
2
5
1
5
！
1
7
6
1
2
8
4
1
1
2
1
2
0
2
5
1
4
1
1
6
1
1
1
5
1
2
1
6
1
2

12

P7

P2

I4

P2

P6

P1

P5

P3

P1

P2

P4

P3

P6

P0

P0

W
9
1
1
1
2
1
2
1
1
1
5
1
5
1
2
1
6
1
5
1
4
2
2
1
5
1
5
1
6
1
2
1
6
1
4
1
1
1
2
1
8
1
6
1
5
1
2
1
2
1
3
1
4
1
0
6
6
6
7
6

6
0
2
2
2
4
2
4
0
2
0
0
0
0
0
2
0
0
0
2
0
4
8
6
0
2
2
2
2
0
6
4
4
2
0
0
0
2
0
0
4
0
2
4
2
6
8
8
4
4

1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
3
4
5
4
4

3
2
1
8
3
6
9
0
1
0
0
6
9
3
4
0
0
1
6
7
4
9
3
4
4
0
8
9
6
2
5
2
5
8
7
6
9
4
3
0
0
3
2
5
1
3
1
0
6
2

6
6
7
8
7
7
6
7
7
6
6
6
6
7
6
6
7
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
6
7
7
7
7
7
7
6
6
6
7
6
7
6
6
6
5
5
4
4
5
4
4

1
2
8
6
4
8
6
9
2
6
9
2
3
9
9
8
1
0
6
0
5
1
8
7
4
6
9
4
0
7
2
1
2
0
8
1
3
2
6
2
4
9
2
0
8
4
3
0
1
6

7
8
6
6
5
6
7
5
7
6
6
6
8
7
5
6
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
7
8
7
8
8
6
7
6
7
8
7
7
7
7
6
7
7
3
2
2
3
3
2

D
J
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
　
J
J
J
J
J

騰
辮
奮
鞭
購
離
羅
雛
響
鉾
鉾
鉾
鉾
轟
騰
灘
雛
擁
罐
騰
購
雛
雛
雛
灘
艦
離
離

　
　
開
開
開
　
　
開
　
中
開
　
　
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
中
中
中
中
　
、
　
　
　
　
　
　
開
中
中
中
中
中

中
中
…
中
中
・
密
・
・
密
密
・
中
密
密
密
密
密
密
密
密
密
・
密
密
密
密
密
密
密
・
…
密
密
密
密
密
密
密
密
・
・
・
…

　
　
粗
粗
粗
　
　
粗
　
粗
粗
　
　
粗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
密
密
密
密
　
　
　
　
　
　
　
　
粗
粗
粗
粗
粗
粗

長
無
長
長
長
中
無
長
長
長
長
長
長
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
短
無
長
長
長
長
長

0
5
0
0
0
0
5
0
0
0
5
5
5
0
5
0
0
5
5
0
0
5
5
0
5
5
5
5
5
5
5
5
0
0
0
0
5
0
0
0
0
5
5
5
0

6
4
6
8
8
3
4
6
3
8
4
4
4
3
4
6
6
4
4
3
3
4
4
8
4
4
4
4
4
4
4
4
6
6
6
6
4
6
6
6
6
4
4
4
6

W
G
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

G
B
B
B
B
B
B
B
G
G
G
B
B
B
G
B
B
G
G
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

B
B
B
B
B

注）茎の乾汁性はD：乾性，」：汁性を示す。

　　着生角は最大葉の桿に対する角度で示す。

　　中肋色は葉身の中肋の色をW：自色，G：緑色， B：褐色を示す。
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表2－4　ソルガム遺伝資源特性調査結果

　　群長　穂長Nα

　　cm　　　Cm

抽出長　桿径　茎数　葉身長　葉身幅
　cm　n1皿　本／株　 cm　　cm

乾汁性
　　　　　　　　荘の　着生穂型　　粒密度　　　　　　　　　　　　　　中肋色　　　　　　　　有無　角％

郡
器
盈
温
黙
黙
麗
揺
謝
蹴
悩
㎜
黙
黙
擬
藷
黙
黙
慷
慨
叢
鑑
㎜
脚
號

　
2
2
4
8

0

　
1
1
ρ
U
2

8

　
1
1
2
2

肛
離
塁
5
6
附
票
6
。
飢
6
2
6
3
雛
6
6
田
6
8
6
9
冊
π
η
鷺
鷺
η
窮
8
。
紐
能
無
影
罰
9
。
皿
盟
跨
誌
罵
9
9
㎜

8
0
4
7
1
8
8
2
3
2
1
0

1
2
1
1
2
1
1
2
2
2
2
2

15

Q0

Q3

Q2

Q2

Q2

Q／

Q4

Q4

Q3

P8

P7

Q7

Q1

Q3

Q2

Q1

Q4

Q1

W
1
7
1
7
3
！
1
8
2
7
2
9
2
4
2
4
1
8
3
1

り
Q
自
U
O
7
り
O
Q
∀

り
ρ
2
3
2
4
1

17

Q3

P5

P3

P5

P4

W
1
1
9
8
1
3
1
7
7
7
2
0
1
6
2
4
2
0
2
2
1
1
1
0
2
7
2
1
1
2
1
7
2
9
1
2
1
2
1
3
1
7
1
7
1
4
6
9
1
2
3
4
2
9
3
4
5
0
2
2
1
1
2
2
1
7
1
3
2
2
9
1
2
5
2
8
1
5

6
6
4
5
6
5
7
1
1
1
0
8
1
0
9
9
8
1
2
1
5
1
5
1
3
1
1
1
2
1
5
1
3
1
2
1
7
1
1
1
9
1
5
1
4
1
4
1
5
1
5
1
3
1
2
1
5
1
4
1
2
9
1
0
1
1
1
4
1
4
1
5
1
3
1
4
1
7
1
8
1
9
1
8
1
1
1
4

2
6
0
4
8
4
0
6
2
2
8
6
6
4
2
8
0
0
2
0
0
0
0
6
4
0
4
0
0
0
8
0
8
0
0
4
0
2
0
6
0
0
6
2
4
0
0
0
2
2

4
4
4
4
4
3
4
3
3
2
1
2
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
6
1

7
2
Q
ゾ
7
1
0
0

4
4
4
4
「
D
49
4
8
9
2
9
6
5
3
9
2
．
5
7
1
1
0
8
6
5
0
4
9
7
4
9
6
1
7
8
0
9
7
4
3
2
4
1
6
0
8
8
8
3

4
5
4
5
5
5
5
7
8
7
6
8
6
7
6
6
6
6
9
7
6
6
6
6
6
6
8
6
6
6
6
6
6
7
9
8
8
6
7
6
6
7
7

3．0

2．8

2．8

2．8

2．8

2．4

3
6
8
4
3
6
6
1
8
9
8
1
7
1
5
7
4
9
0
6
9
1
4
3
9
9
0
5
7
6
1
4
2
0
1
1
4
4
8
3
3
0
0

6
6
5
5
4
4
4
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
5
6
6
5
7
7
7
6
5
8
7
5
5
6
6
6
7
8
7
7
8
7
8
8
4
7

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
J
D
D
D
D
D
D
D
J
D
D
D
D
D
D
D
D
J
J
D
D
J
J
J
D
D

離
購
離
離
離
灘
擁
晶
離
購
聯
罐
雛
離
縢
離
騰
卵
離
離
離
離
纐
膿
購
綴
離

長
長
長
長
長
長
長
長
中
長
無
長
長
長
長
無
長
短
長
短
長
長
長
無
無
長
長
長
長
長
長
長
長
中
長
長
長
長
長
長
長
無

中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
　
　
　
　
　
中
開
開
開
中
開
開
開
中
閉
開
開
開
開
開
開
開
　
開
開
開
　
開
開
開
開

・
・
・
・
・
・
・
…
密
密
密
密
中
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
密
…
中
・
…
密

粗
粗
粗
粗
粗
粗
粗
粗
粗
粗
　
　
　
　
　
粗
中
粗
粗
中
粗
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
　
中
中
粗
　
粗
粗
中
密

中・開長無

開
開
　

中
　

開
開

・
・
密
・
密
・
・

粗
中
　
密
　
粗
粗

中
長
無
長
無
長
無

に
J
r
D
O
「
D

4
4
Q
O
4

0
5
5
5
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5

6
4
4
4
4
4
8
8
8
3
8
8
8
8
8
8
8
8
3
4

0
0
0
0
0
0
5
5
0
5
5
5
5
0
5

8
8
8
8
8
8
4
4
8
4
4
4
4
8
4

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
W
G
W
W
W
W
W
W
W
W
G
W
W
W
W
W
W
W
Y
W
W
W
W
W
W
W
W
G
G
W
W
G
G
G
W
W

注）茎の乾汁性はD：乾性，J：汁性を示す。

　　着生角は最大葉の桿に対する角度で示す。

　　中肋色は葉身の中肋の色をW：白色，G　緑色，　B 褐色を示す。

書
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表2－5　ソルガム遺伝資源特性調査結果

・・叢叢帽子実艶 山色
頴の
被度

　　子実　千粒　子実
Nα

　　重9　重9　晶質
子実言色 頴色

頴の
被度

1
2
3
4
5
6
7
」
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

携
欝
灘
罵
搬
鄭
粥
繍
暢
認
鰯
魏
灘
搬
謡
褐
螺
藷
粥
縮
謝
珊
螂
堺
5
6
鵬
晶

2
5
2
6
9
7
2
6
5
2
9
4
3
7
5
8
9
8
5
7
9
9
5
2
8
7
1
　
8
　
8
8
1
9
3
6
9
7
9
8
7
7
5
6
8
2
　
6
9
2

■
・
…
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
3
・
7
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
1
…

1
7
1
9
8
5
3
7
5
9
0
0
4
0
2
8
5
4
2
3
2
2
9
6
7
5
7
1
8
1
5
8
3
1
6
0
8
6
6
8
5
2
4
8
7
8
2
8
8
9

2
1
2
1
1
2
2
1
2
2
2
2
2
1
2
1
2
2
2
2
2
2
1
1
2
1
1
　
1
　
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
2
2
2
2
1
1
　
1
1
1

÷
7
6
7
7
［
7
十
6
＋
＋
7
＋
十
7
7
6
6
6
一
＋
一
6
7
㎜
十
一
一
5
6
一
＋
㎜
5
6
＋
7
十
7
8
8
7
6
十
7
7
7
÷
7
7

7
　
　
　
　
7
　
6
　
7
6
　
6
4
　
　
　
　

7
6
6
　
　
7
5
6
6
　
　
6
6
7
　
　
6
　
6
　
　
　
　
　
5
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　

・
晶
晶
W
㎜
Ψ
轟
W
㎜
騰
㎜
㎜
㎜
W
㎜
㎝
論
晶
…
W
繋
W
珊
響
塁
壁
講
響
㎜
鴇

　
　
　
　
　
L

…㎝

1
1
3
2
3
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
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1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
3
3
3
3
3
3

肌
器
器
鉾
罵
6
・
a
6
2
6
3
餌
6
5
6
6
併
6
8
6
9
m
n
男
発
進
霧
8
・
艶
匿
鎗
墓
8
9
9
。
飢
盟
9
3
盟
9
5
器
9
8
9
9
㎜

騨
櫨
鷺
鍋
飛
報
鑑
藷
㎜
姐
野
川
端
黙
黙
端
翻
黙
想
螺
端
麗
鵬
猫
額
黒
総

3
謁
3
あ
』
3
1
3
3
ほ
ユ
3
0
3
3
ー
ユ
2
2
3
2
2
謁
2
3
2
コ
3
」
3
喬
0
閃
閃
3
3
3
ユ
3
乃
護
」
3
あ
み
’
9
渇
ユ
4
β
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Q
1
8
1
9
1
8
1
4
1
0
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9
2
2
2
2
5
2
1
1
7
2
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2
2
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1
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1
8
1
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3
2
0
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注）子実品質は1：極不良～9：極良の9段階で示す。

　　子実粒色および頴色では，B：褐色，　C：茶色，　K：黒色，0：榿色，　R：赤色，　V：紫色，　W：白色，　Y黄

　　色，L：淡，　D：濃を示し，三色の欄の（H）は硬質粒であることを示す。

　　頴の被度では，頴が子実の1／2程度を1，2／3程度を2，3／3程度（完全に被覆）を3として示す。
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えて頂き，試験遂行についてご助言頂いた（独）農

業生物資源研究所ジーン・ミンク上席研究官長峰　司

博士に，また，病原菌の分譲を受けた（独）農業・

生物系特定産業機構畜産草地研究所病害制御研究室，

御子柴義郎博士および菅原幸哉博士に，さらに，病

原菌の大量増殖では長野県中信農業試験場重盛　勲

博士にご援助頂いた。ここに記して厚くお礼申し上

げます。
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Characterization and evaluation of sorghum genetic resources

　　　　　　　　　　　　　　　Shigemitsu KASUGA＊, Kei NOMIYA＊ and Rie MATSUMOTO＊

＊Education and Research Center of Alpine Field Science, Faculty of Agriculture, Shinshu University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　To　search　for　sorghum　genetic　resources　resistant　to　target　spot（β勿。‘αγ乞∫so㎎肋。♂α（Lefebvre＆

Sherwin）Alcorn），且eld　inoculation　tests　of　target　spot　were　carried　out　usillg　100　sorghum　varieties　and

lines　stored　in　the　genebank　of　the　National　Institute　of　Agrobiological　Sciellces．　Frorn　the　results　of

evaluation，　we　found　we　could　use　local　varieties，　kaoliangs　and　broomcrons　as　genetic　resources　resistant

to　target　spot．　Furthermore，11　illbreφlines　of　sudangrass　were　extremely　early　Inaturity，　short　plant

height　alld　high　resistance　to　target　spot（～ould　be　useful　for　breedillg　sorghum　and　sudangrass・

K：ey　word：genetic　resource，　resistallce，　sorghum，　sudallgrass，　target　spot


